
雲
発
▼
▼
日
本
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
国
際
標
準
を
目
指
す
べ
き

本
で
は
総
選
挙
が
終
わ
り
、
小
泉
内

間
が
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

小
泉
首
相
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
局
画
が
続
き

ま
す
。
喫
緊
の
課
題
の
ひ
と
つ
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
対
応
で
す
。
貿
易
立
国
を
基
本

と
す
る
日
本
に
と
っ
才占
頼
重
要
課
題
と
言
っ

て、まつ
い
い
で
ヽヽし
ょ
＞つ
。

一
八
三
四
年
の

「ド
イ
ツ
関
税
同
盟
」
を

源
流
と
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、　
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
締
結
数
が
急
増
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
報
告
さ

れ
た
数
は
二
百
五
十
九
に
達
し
て
い
ま
す

（昨
年争
０
。
さ
ら
に
、
約
百
四
十
が
未
報
告

ま
た
は
交
渉
中
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
う
ち
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
当
事

国
と
な
っ
て
い
な
い
の
は
香
港
、
マ
カ
オ
、

モ
ン
ゴ
ル
、
台
湾
の
み
だ
と
い
う
情
報
も
聞

か
れ
ま
す
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
も
は
や

「帰
ら
ぎ
る

一判
」
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
戦
前
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
の
反
省

の
上
に
立
っ
て
、
世
界
貿
易
を
発
展
さ
せ
る

た
め
に
推
進
さ
れ
て
き
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（四
八

年
）、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（九
五
年
）体
制
が
大
き
な
危

機
，‐‐」一直
面
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
成
立
さ

せ
た
ウ
，
ダ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
（八
六
～
九

四
年
）を
引
き
継
い
で
、
昨
年
か
ら
ド
ー
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ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
（参
加
国
数
百
四
十
四
）が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
去
る
九
月
十
～
十
四
日
に
メ
キ

シ
ヨ
の
カ
ン
ク
ン
で
開
か
れ
た
第
五
回
閣
僚

会
議
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
す
。
交
渉
決
裂
の
直
接
の
原
因
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
シ
ュ
ー
（投
資
、
競
争
、

質
易
円
滑
化
、
政
府
調
達
）を
巡
る
対
立
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
農
業
を

巡
る
先
進
国
と
途
上
国
の
対
立
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
実
際
に
は
ウ
ル

グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
と
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド

の
間
に
生
じ
た
世
界
の
政
治
経
済
構
造
の
大

き
な
変
化
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
Ｅ
Ｕ
の
通
貨
統
合
、
中
国
の
台
頭
、
反

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
一口同
ま
り
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

今
”後
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
二
つ

の
流
れ
が
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、
徐
々
に
新
し

い
潮
流
が
形
成
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
弊
害
も
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
バ
グ
ワ
テ
ィ
教
授
は
、

様
々
な
困
容
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
錯
綜
す
る
弊
害
を

一
ス
パ
ゲ
テ
イ
・
ボ
ウ
ル
現
象
」
ン
｝命
名
し

ま
し
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
最
終
ゴ
ー
ル
に
到
達
す

る
に
は
相
当
の
年
月
を
要
す
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
弊
害
を
極
小
化
し
つ
つ
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
複
合
体
が
徐
々
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
化
し
て

い
く
と
い
う
ロ
ー
ド

・
マ
ッ
プ
を
想
定
す
る

方
が
現
実
的
と
言
え
ま
す
。

そ
う
し
た
動
き
を
先
取
り
し
、
欧
米
は
Ｆ

Ｔ
Ａ
と
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ

，
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
両
院
み
の
対

応
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
米
国
は
八
八
生
‐の

カ
ナ
ダ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
契
機
に
地
域
統

合
重
視
戦
略
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
九
四
年
に

は
メ
キ
シ
ヨ
を
加
え
て
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
二
①
Ｏ
五
年
に
は
南
米
を
含

む
三
十
四
カ
国
に
よ
る
米
州
自
由
貿
易
地
域

（Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
）を
作
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

欧
州
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
、
Ｅ
Ｃ
は
そ
も
そ
も
Ｆ
Ｔ

Ａ
の
流
れ
に
属
し
ま
す
。
欧
州
各
国
は
九
〇

年
代
に
な
っ
て
地
域
統
合
の
動
き
を
加
速
さ

せ
て
、
九
二
年
に
は
Ｅ
Ｃ
を
Ｅ
Ｕ
へ
と
進
化

さ
せ
ま
し
た
。
来
年
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
も

加
盟
し
て
二
十
五
カ
国
体
制
に
な
る
予
定
で

ユ，
。こ

の
間
、
日
本
の
対
応
は
あ
ま
り
に
も
鈍
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